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要約

1988年より1991年まで毎年７月および８月に神奈川県の厚木，伊勢原，大井地区で有害鳥獣とし

て撃ち落とされたムクドリ75羽を入手しGstu7"iae寄生状況を調査した。ムクドリの感染は小

腸の末端５分の２の部分の粘膜を採取して鏡検し虫卵の陽性であることによって確認した。感染率

は16.7～100％で平均53.3％で予想外の高率であった。

Ｇｓｔｕｍａｅ寄生のムクドリの小腸壁では雄虫と雌虫は抱合せずに別個に粘膜層の細血管に屈

曲して寄生し，絨毛部粘膜固有層周辺に細胞反応を伴わない多数の虫卵を認め，肝組織では虫卵と

変性白血球，異物巨細胞，リンパ球が囲む虫卵肉芽踵が見られるが，全般的には宿主に与える病害

は少ないように思われた。

ムクドリの寿命を平均５年として感染モデルをつくり計算すると，年間の感染率は30.4％で，各

年齢の感染率は０歳齢０％，１歳齢30.4％，２歳齢51.6％，３歳齢66.3％，４歳齢76.5％，５歳齢83.7

％と推定され，体重別に層化した感染率とよく一致した。

ムクドリは留鳥で大きな移動をせず，主たる採食地が水田であることが水田皮膚炎を恒常的に発

生させる重要な要因であることを論じた。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｇｉｇα〃to6iZ/za7ごｉａｓｔｕｒ〃iae，Ｓｔｕｍｕｓｃｚ〃e7accus，ｐａｄｄｙｄｅｒｍａｔｉｔｉｓ
ｅ

材料および方法はじめに

本邦の自然界におけるムクドリのＧＳｔＷ７Ｚｉａｅの感

染状況に関してはまったく調査が行われていない。ムク

ドリが狩猟法上の保護鳥で捕獲を禁止されており，たと

え学術目的のため捕獲の許可を得ても申請者自身が捕獲

することは事実上不可能であったのがその理由であろう。

神奈川県では毎年夏期にムクドリの被害を受ける果樹

栽培業者がムクドリを対象に有害鳥獣駆除を県の地方事

務所に申請し，許可を得た後に地元猟友会の専門家に依

頼して撃ち落としていることを知り，当事者と連絡を取っ

て撃ち落とした直後のムクドリを入手して調査すること

ができたので報告する。

神奈川県内で1988年より1991年までの夏期に県の地方

行政センター環境部にムクドリを対象に有害鳥獣駆除申

請があったのは，県中央地区（厚木)，湘南地区，足柄

上地区で，申請者および駆除実行者と連絡を取った。狩

猟許可時間は早朝より午前９時までであるので，駆除作

業の当日午前１０時までに現場に行き撃ち落とされたムク

ドリを入手し，直ちに横浜市立大学医学部寄生虫学教室

に持ち帰り観察に供した。腹部に散弾を受けて臓器破損

の著しい検体を除き，体重を測定しGsturrLiqeの感

染の有無を後述の方法に従って調べた。寄生の確認され

たムクドリの肝および小腸をBouin液にて固定し，法

の如くパラフィン包埋後薄切，ヘマトキシリンーエオジ

ン染色を施し病理標本を作成した。腸管壁より，虫体の

摘出に努めたが，完全な虫体は得られなかった。

')横浜市立大学医学部寄生虫学教室

2)横浜市衛生研究所

本研究は昭和63年度，平成元年度横浜市地域研究費の

補助を受けて行った。
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この７群のムクドリの体重は65～959の範囲で，幼若

鳥より高齢鳥までが含まれていると思われた。

各群のＧｓｔｕｍｉａｅ感染率は16.7％～100％までで，

平均53.3％であったが，ムクドリのように移動の激しい

鳥では捕獲地による感染率の差は意味はない。全体とし

て県下のムクドリの約半数に感染が見られたのは注目す

べきである。

感染群40羽の平均体重は84.4±５．６９，非感染群35羽

の平均体重80.0±８．４９で，両者には有意差（ｐ＜0.05）

があり，感染群の方が重かった。

７５羽のムクドリを５ｇごと体重別に分け感染率を見る

と，Ｔａｂｌｅ３のように95～９９９の感染率が低いのを除

き，他はほぼ体重増加に従って感染率が増加していた。

成績

１）ムクドリのＧｓｔｕｍｉａｅ寄生の検査法

ムクドリは雑食'性のため粗大な不消化残瘡よりなる腸

管内容は，塗抹法や集卵法によって虫卵を検出するにも，
ムラシジウム孵化法を行うにも不適当であった。ムクド

リのＧｓｔｕｍｉａｅ感染を調べる最も確実と思われる方

法は，小腸粘膜を圧平し組織内の虫卵を鏡検することで
ある。

まず小腸粘膜の一部より既に虫卵を検出しているムク

ドリ６羽の小腸全体を５等分し，各部分の粘膜中の虫卵

の有無を精査した。

結果はＴａｂｌｅｌに示したようにNo.１，No.３のムクド

リでは小腸上部５分の３の部分には虫卵が存在せず，全

小腸にわたり粘膜に虫卵を見出したのはＮＯ２とNo.５の

みで，６羽とも虫卵が検出できたのは小腸下部５分の２

の部分の粘膜であった。したがってGstu7"ｍｅが寄

生しているか否かは小腸の末端近くの粘膜を採取して虫

卵の有無を鏡検して確かめた。

粘膜中に現れた虫卵はＦｉｇ３のように小型で内容が

変性黒化している壊死卵（長径60.3±6.9×短径48.8±

4.ａｕｍ）と，大型でミラシジウムを有する成熟卵（長

径68.1±7.0×短径60.5±6.Ｗｚｍ）が混在していた。

３）小腸粘膜に見出される虫卵

哺乳類の住血吸虫の場合と異なり，GstILr"ｉａｅの

小腸粘膜に現れる虫卵は大小様々であり，また内容が黒

色の変J性壊死卵が高率に含まれていた。成熟卵は壊死卵

の，平均直径において1.13倍，短径において1.24倍大き

かった。

４）Ｇｓｔｕ７ｍａｅに感染したムクドリの腸管壁および

肝の病理所見

漿膜を剥離した腸管壁を圧平して実体顕微鏡で鏡検す

ることによりＧ・stumiae成虫を確認できた。成虫は

小腸壁の細血管内に軒余曲折して寄生していたので，完

全虫体を採取することは極めて困難で，今回は完全な虫

体が得られず成虫の形態の観察はできなかった。

病理組織標本では小腸壁には絨毛部粘膜固有層の血管

内に虫卵と虫体の一部が栓塞性，多発性に認められた

２）神奈111県下で捕獲されたムクドリのＧｓｔｕｍｉａｅ

感染の状況

1988年より1991年まで７回にわたり神奈川県中央およ

び西部の丹沢山地山麓地帯の厚木，伊勢原，大井地区で

撃ち落とされたムクドリ７５羽の０．ｓｔｕ７ｍａｅ感染状況

をＴａｂｌｅ２に示す。

TablelDistributionofG､smr"/αeeggsintheintestinalmucusofstarlingcutmto5parts
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Table21nfectionofstarlingscaughtinKanagawaPrefecturewithGjgα"'ob//ｈａｒＺｊｑｌｓｍｒ"ｊｑｅ

Ｎｏ．ofbirdsBodyweight No・ｏｆｂｉｒｄｓｌｎｆｅｃｔｉｏｎｒａｔｅＤａｔｅｏｆｔｈｅｃhase
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細胞集籏も散在していた。一方肝実質中には周囲にまっ

たく細胞性反応の見られぬ虫卵も散在していた（Ｆｉｇ．

5)。

以上の病理所見にもかかわらず，全般的に見て，腸管

粘膜の潰瘍形成や壊死は見られず，肝においても肝線維

症，肝硬変等の実質構造の変化を来す所見はなく，この

程度の病変では宿主にはさして病害を与えていないと推

定された。

(Figs１，２)。神宝（1960）も観察しているように虫卵

周辺の組織には細胞反応が欠如し，病変と目されるもの

はまったくなかった。腺層には時に出血を伴い異物巨細

胞性肉芽踵が散見された。肝組織は多発'性の虫卵肉芽踵

が形成され，変性した虫卵を変性白血球が囲みその周辺

に異物巨細胞，さらにその外周をリンパ球が取り巻いて

いた（Ｆｉｇ．４)。他方この肉芽踵の先駆的病変として肝

実質内にリンパ球，偽好酸球，腫大したＲＥＳ細胞等の
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感染する（大島ら，1992)。ヒラマキモドキの分布や降

雨は水田の地域によって偏りは少ないと思われるので，

水田皮膚炎の分布は主としてムクドリのＧｓｍ７"ｉａｅ

の感染状況と移動に左右されると思われる。

Ｔａｂｌｅ２に示すように今回捕獲した神奈川県内75羽

のムクドリは捕獲地，あるいは1988年より1991年までの

年による偏りは少なく，ほぼムクドリの半数に当たる平

均53.3％がGstu7"ｉａｅに感染していた。厚木より大

井あたりまでは毎日の餌場を求めて移動できる範囲であ

り，この範囲のムクドリは入り交じっていてほぼ同じ集

団を構成しているものと思われる。

Ｔａｂｌｅ３は75羽の集団の体重別の感染率を表し，当

然成長に伴って感染の機会が増加していくことが示され

ている。そこで，感染モデルを用いてムクドリの年齢毎

の感染率の推定を試みる。そのためにはムクドリの年齢

構成を推定する必要がある。

ムクドリの寿命については，安部直哉氏の標識放鳥の

結果（私信，1988）では最長１０年，平均５年であった。

ムクドリの寿命は正規分布に従うと仮定すると，標準偏

差は以下のように推定される。ムクドリの寿命が最長で

10年であったことから，正規分布においては平均±３×

標準偏差の範囲内に全体の99.7％が入ることを利用し，

平均５を中心として０以上10以下の範囲に全体の99.7％

が入ると解釈すれば（10-5)／3＝5／３が標準偏差とな

る。これより，正規分布表を用いて年齢ごとの生残率が

求められる（Table４)。ただし理論上０に満たない範

囲および10を越える範囲が合わせて０３％存在するが，

これは両端の階級に含めてある。さらに，ムクドリの出

生数は毎年同じと仮定すれば，Ｔａｂｌｅ４の生残率を合

計したもので各々の生残率を割った商が年齢構成比とな

る。ここで０，１．．．，９歳齢の構成比をそれぞれＲ０，Ｒ'…，

Ｒ，とする。

次に，年齢ごとの感染率を求める。０歳齢，すなわち

当年生まれのムクドリは，田植時期には水田に入らない

のでその感染率Ｒｏは当然０である。1歳齢のムクドリ

の感染率ＲＩは，’年間のムクドリの感染率をｐとする

と

Ｐ，＝ｐ

である。次に，２歳齢の感染率Ｂは，

Ｐ２＝ＰI＋(１－Ｐ,)ｐ

である。以下同様に３，４，…，９歳齢の感染率Ｐ３，Ｂ…，

Ｐ９が求められる。よって，ムクドリ集団全体の感染率

考察

Ｇｓｍｒ"ｔａｅの終宿主としてムクドリの他にマガモ

(小田，1958)，セキレイ（HunteretaZ.，1951)，スズ

メ（HunteretaZ.，１９５１；Oda，1956）等の報告があ

り，実験的にはブンチョウ，ジュウシマツ等で発育する

(大島ら，1991）が水田皮膚炎との関連ではムクドリが

圧倒的に重要で，ムクドリの生態学的知識なしに水田皮

膚炎の疫学は論じられない。

関東地方のムクドリの生態については黒田（1955,

1956ａ；ｂ’’957,1959,1960,1961,1962）の詳細な

調査報告かあり，他に長野県のムクドリの生態に関して

は羽田ら（1967,1983）がある。ムクドリの食性につい

ては古いが葛（1927）と小島（1929）の報告がある。

これらと別に民間のムクドリ研究者からも貴重な情報

が得られる。今回は相模原市の安部直哉氏の調査成績

(私信，1988）を参照した。

これらの調査結果によるムクドリの習性は以下のよう

である。本邦では寒冷積雪地のムクドリが冬季に南下す

るほかは大部分のムクドリは渡りをすることなく，平野

の村落の森，竹薮，社寺境内の林，公園などに塒や巣を

つくる留鳥で，営巣期を除き集団で行動し，時に数万羽

の大集団を構成することが知られており，九州以南では

比較的少ない。また集団で塒をつくるときは毎日塒を中

心として10～20kmの範囲の中の餌場に餌を求めて往復し，

千曲川峡谷のような場合は峡谷沿いに30～40kmを往復し

て索餌行動をしている。食性は雑食であるが動物食を好

み，餌場として最も利用するのが水田で，稲が成長繁茂

する７～９月以降は常時出入りし，昆虫，巻貝などを漁

る。最も好んで索餌のため飛来するのが３～６月で，特

に水田を耕起するときは耕転機の後をついて索餌してい

る。冬季は乾田よりも湿田に集まって採餌する傾向が強

い。

以上のムクドリの一般習性を踏まえた上で今回の成績

を基に水田皮膚炎との関連を論じてみる。

１）Gstu7,ｚｉａｅによる水田皮膚炎の分布とムクドリ

の集団の移動

水田皮膚炎の発生は，ヒラマキモドキの存在する水田

が３月末～５月にＧｓｔｕｒ７ｚｉａｅに感染したムクドリの

集団の排泄物に汚染されることに始まる。その後に田が

耕起され，しばしば降雨があると越冬ヒラマキモドキに

ＦｅｍａｌｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆＧｓｒ"r"/αeintheintestinalwallofstarling(HEstain)．

ＭａｔｕｒｅｅｇｇｓｏｆＧｓｍｒ"jaeintheintestinalvilliofstarling(HEstain)．

variousdevelopmentalstageofeggsofG､smr"/αeintheintestinalmucosaofstarli､9．

Egggranulomaintheliverofstarling(HEstain)．

Eggintheliverofstarlingwithnocellularresponse(HEstain)．

Ｆｉｇ．１

Ｆｉｇ．２

Ｆｉｇ．３

Ｆｉｇ．４

Ｆｉｇ．５
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Table４Ａssumedageproportionofstarlings とは必ずしも言えないが，少なくともこの感染モデルは

実状とまったくかけ離れているわけではないと言える。

よって，ムクドリの成長に伴うGstu7"ｉａｅ感染機会

の増加は，いくつかの仮定を含むものの，ほぼこのモデ

ルに従うものと思われる。

前述のムクドリの標識放鳥（安部，私信，1988）では，

相模原市で放鳥した12,000羽のムクドリは最遠地は群馬

県，山梨県，愛知県で捕獲されたが，それらはすべて幼

鳥であった。ムクドリは巣立って間もない幼鳥時にかな

り遠方まで移動するが，その後は定着する。幼鳥は

Table3のように感染率が低いと思われるので，幼鳥の

分散はＧｓｔｕｍａｅの地理分布の変動因子にはならな

いと考えられる。

Ageofstarling Survivalrate＊ Ageproportion

0.182

0.180

0.175

0.161

0.132

0.091

0.050

0.021

0.007

0.001

1.0000

0.9918

0.9641

0.8849

0.7257

0.5000

0.2743

0.1151

0.0359

0.0082

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

２）ムクドリはいつ，どこでＧｓｔｕｍｔａｅに感染するか

前報（大島ら，1991）によればGstu7/ｚｊａｅセルカ

リアのブンチョウまたはジュウシマツへの感染は経口的

にも経皮的にも可能である。

ムクドリは雑食』性であるが４～７月は主として昆虫，

クモ，貝等を好み，ヒラマキモドキも好んで摂食し（葛，
1927；小島，1929)，４月下旬より水田の越冬ヒラマキモ

ドキのGstur"ｍｅセルカリア保有率は上昇するので，
この間に経口感染の機会はある。

降雨で水溜りができた水田，あるいは入水された水田

ではムクドリは水中に入り索餌する。田植後も稲が繁茂

するまでは稲株間を歩いて索餌しており，水中に勝出し

たセルカリアによる経皮感染または感染貝摂食により

Ｇｓｔｕｍｉａｅの侵入を受ける。６～７月には稲の繁茂し

てきた水田を去って果樹園等に移動するので，ムクドリ
のGstu77ziae感染機会はなくなる。Ｔａｂｌｅ３の65～

６９９の幼鳥が感染率が０であるのは，この体重は巣立ち

して間もない幼鳥が水田で採餌行動をしなかったため感

染の機会がまったくなかったものと思われる。
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STUDIES ON THE EPIDEMIOLOGY OF AVIAN SCHISTOSOME DERMATITIS

CAUSED BY THE CERCARIAE OF GIGANTOBILHARZIA STURNIAE TANABE, 1951

3) ECOLOGICAL STUDIES ON STARLING STURNUS CINERACEUS TEMMINCK

INFECTED WITH G.STURNIAE IN REFERENCE WITH THE EPIDEMIOLOGY OF

PADDY DERMATITIS
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Among the final hosts of Gigantobilharzia sturniae, starling Sturnus cineraceus is known as the most

important source of human paddy dermatitis.

From 1988 to 1991, 75 starlings were collected and examined in Kanagawa Prefecture. The average

prevalence of G.sturniae was 53.3%. They forage their animal food in paddies discharging a lot of eggs of

G.sturniae in their feces, and its intermediate hosts Polypylis hemisphaerula get infected in April to May

after rain and irrigation. Starlings get infected with G.sturniae in May to June in paddies. Infection of starlings

with G.sturniae causes little damages in the liver and intestine and no shortening of their longevity.


